
第８回としょかん発おたる子ども読書の日 報告 

R6.5 児童チーム 

テーマ：「『春』を楽しもう」 

期 日：令和 6 年 5 月 6 日（月･振替）10:00～16:00 

会 場：市立小樽図書館 

参加者：延べ 231 人 

 

 

A.参加型企画 

１）こぐれけいすけスぺシャル 

10:00-11:00 ２階視聴覚室 参加者 26 人（子ども 11 人、大人 15 人）  

 

 

 

 

 

 

 

 

申込者全員参加、観覧者もたくさんいる中、作者のこぐれさん本人による読み聞かせ「とんねるくん」

からイベント開始です。場の雰囲気が盛り上がったところで、実際の作品を見せながら、工作の説明が

ありました。説明が終わると、一斉に材料を選びに子どもたちがそれぞれ動き、作り始めました。 

 

 

 

 

 

 

 

途中、こぐれさんが変わった形の風船を追加してくれ、盛り上がりました。次々と子どもたちの作品が

完成して、あっという間の 1 時間でした。最後に参加者それぞれのお気に入りを見せながら記念撮影を

しました。 

午後から読書週間の 5 月 12 日まで児童室に作品を展示。児童室が春らしくなりました。 

 

 

 

 

 

 
  

   

  

 



２）これはたいへん、びっくり！タマゲタ！！おはなし会 

11:15-11:45 １階児童室  参加者 45 人（子ども 15 人、大人 30 人） 

 

子どもたちの大きな呼びかけに応えて、迫市長が登場。 

「よくばりすぎたねこ」（さとう わきこ作・絵 ＰＨＰ研究所）、「999 ひきのきょうだい」(木村 研／

作 村上 康成／絵 ひさかたチャイルド)の大型絵本２冊を読み聞かせしました。 

「よくばりすぎたねこ」は、今年なくなったさとうわきこさんの本で、「999 ひきのきょうだい」は今回

のテーマ「春をたのしもう」から選書したものです。どちらもテンポよく、ストーリーを楽しみながら

のおはなし会となりました。今年は、参加者が多く、呼びかけの声も大きかったので市長も喜んでいま

した。 

 

 

 

関連図書紹介コーナー（終了後設置） 

   

読み聞かせ 2 冊の作者、さとうわきこ作・絵

と村上康成絵の絵本を広げて紹介しました。 

「ばばばあちゃん」や「999 ひきのきょうだ

い」のシリーズもあり、「このシリーズにこん

な本もあるんだ」と興味を集めていました。  



3）どきどき司書体験 

①13:30-14:00 事務室 1 人 ②14:15-14:45 １階カウンター 1 人  (２人) 

 

 

事前に 9 名の申し込みがあり、抽選で小学 3 年生と５年生の方に貸出しと返却の体験をしてもらいま

した。 

３年生の女の子は、カウンターに出るのが緊張するということで、急遽事務室内での体験に変更しま

した。初めは緊張のあまり泣き出してしまいましたが、貸出しと返却を繰り返しているうちに緊張が解

れ、後半からは笑顔で体験を行ってくれました。また、図書館クイズを行ったところ、全問正解したの

で、図書館王のメダルをプレゼントしました。最後は笑顔で「緊張したけど楽しかった。今度たくさん

借りに来る。」と言ってもらえました。 

 

 

小学５年生の男の子は、貸出しと返却の他に、館内放送の体験も行いました。見学に来ていた弟が、

お兄ちゃんの体験している姿を見て、「僕もやりたい！」と、とても司書の仕事に興味を持ってくれた

ので、お兄ちゃんと一緒に貸出し・返却・館内放送の体験を行いました。実際にお客さんのカードをス

キャンし、貸出しをした際は、少し緊張しているように見えましたが、笑顔で対応できていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４）ぐぅちょきぱぁのおはなし会スペシャル 

15：00-15：30 1 階児童室 参加者 27 人（子ども 12 人、大人 15 人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定例行事「ぐぅちょきぱぁのおはなし会」の５月開催分を、今回に合わせスペシャルとして実施しまし

た。ぐぅちょきぱぁさんから御提案いただき、定例の実施より１０分長く設定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容も、紙芝居、絵本、手遊び、パネルシアターと、充実した演目となりました。参加者さんと演者さん

のやり取りがとっても楽しそうで、盛り上がりました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  



B.自由参加型企画 

１）たるばとブックフェスティバル 

10:00-16:00 1 階児童室 68 人 ボランティア 3 人 

絵本 185 冊、大型絵本 8 冊、しかけ絵本 11 冊、おはなし迷路４つを配置。会場には予備の本を入れた

トランクも自由に手に取れるように置きました。エントランスの展示台が開いていたため、設置場所を

拡大し、エントランスにも貸出できる絵本を並べました。 

学校司書 3 名がボランティアとして参加。参加中はボランティアワッペンを胸に貼り付け、会場内の利

用者対応に協力してもらいました。 

申込みが必要ない行事だったので、自由に楽しめる場として活用されていました。特に、他の行事の開

始終了時間が賑わっていました。 

大型絵本やしかけ絵本は反応も良く、大人が楽しんでいる場面もありました。普段、自分でなかなか本

を手にしない小さな子も興味を持っていた様子が見られました。図書館にある様々な本を知ってもらう

機会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２）来て！見て！わくわくブック号 

 

10:00-15:00 図書館前 63 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館前に駐車し、開放しました。 

開催時間中は小雨が降り続けた天候にも関わらず、たくさんの方に立ち寄っていただけ、図書館バスの

ＰＲになりました。また、本館の常連利用者の方が図書館バスで本を選んでいる姿が見られ、図書館バ

スの本も貸出しされており、相互利用の効果があったと考えられます。 

 

C.資料展示 （4 月 23 日～5 月 30 日） 

１）「春」を楽しもう  

1 階児童室 

 

本企画メインテーマの「『春』を楽しもう」に 

ちなんで、「春」に関連する資料を並べました。 

物語や絵本の明るい表紙の本をメインに、 

春らしさを感じられるような展示にしました。 

 

 

 

  

 


